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論文審査の結果の要旨  
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本論文は、「Service Life Assessment of Reinforced Concrete Structures Based on 
Numerical Analysis of Chloride Ingress into Concrete（コンクリート中への塩分浸透解
析に基づく鉄筋コンクリート構造物の供用寿命評価）」と題して、8 章より構成されている。 
第 1 章では、研究の工学的背景を述べ、コンクリート中の鉄筋の腐食への影響因子、現
在の設計基準における耐久設計法について解説し、その問題点について論じている。そし
て本研究の目的について述べている。第 2 章では、関連する既往の研究をレビューしてい
る。第 3 章では、本研究で開発した鉄筋コンクリートのかぶり部分の水分と塩分の移動解
析法について述べている。既往の研究において提案された、コンクリートの細孔構造に基
づくコンクリート中の水分、塩分移動モデルをベースに、ブリーディングによる鉄筋周囲
の空隙を新たにモデル化し、曲げひび割れから鉄筋周囲の空隙を経路とした水分、塩分の
浸入を考慮している。第 4 章では、曲げひび割れを有する鉄筋コンクリート供試体の塩水
による乾湿繰返し室内実験を行い、第 3 章で定式化した物質移動モデルのパラメータの値
を同定している。第 5 章では、新たな曲げひび割れを有する鉄筋コンクリート供試体の塩
水による乾湿繰返し室内実験を行い、本研究で開発した数値解析法の妥当性を検証してい
る。第 6 章では、環境条件、かぶり厚さ、水セメント比をパラメータとした広範な実験条
件下における、曲げひび割れを有する鉄筋コンクリート供試体の塩水による乾湿繰返し室
内実験を行い、これらの影響因子が鉄筋周辺への塩分の浸入に及ぼす影響を検討するとと
もに、本研究で開発した数値解析法の適用性を総合的に検証している。水セメント比の違
いによるコンクリートの品質の違いは、コンクリートの緻密さだけでなく、ブリーディン
グによる鉄筋周辺の空隙の有無を通じて塩分の浸入に影響することを実験的に明らかにし、
提案した数値解析法で再現できることを示している。第 7 章では、本研究で開発した数値
解析法を用いて、広範な条件下における系統的な数値実験を行い、塩分の浸入によるコン
クリート中の鋼材腐食を限界状態とした鉄筋コンクリートの寿命に及ぼす各種因子の影響
を検討している。数値実験の結果に基づき、50 年の設計耐用期間を満足するひび割れ幅を
求め、わが国を含む現行の各国の設計基準における設計用の限界ひび割れ幅の値と比較検
討を行っている。その結果、従来経験的に設定されていたひび割れ幅の限界値ならびにひ
び割れ幅の限界値とかぶりの関係は理論的にも妥当であることを確認した。第 8 章では、
本研究で得られた結論をまとめている。本研究により、現在の鉄筋コンクリート構造の耐
久設計において、用いられている考え方の妥当性が検証できた。また、本研究で開発した
数値解析法は、これからの鉄筋コンクリート構造の耐久設計および維持管理の発展に資す
るものであると考えられる。  
よって、本論文は工学上及び工業上貢献するところが大きく、博士（工学）の学位論文
として十分な価値を有するものと認める。  
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